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名古屋市生徒会サミット 2017 

■日時：2017 年 10 月 22 日（日）10:00 開始 15:30 終了 

■場所：名古屋市昭和区御器所通３丁目１２番の１  

御器所ステーションビル  

名古屋市高齢者就業支援センター ５階 大会議室 

  

名古屋市生徒会サミット 2017 参加校生徒会役員と 

名古屋市市議会議員との懇談会 

     ■日時：2017 年 12 月 26 日（火）10:00 開始 12:00 終了 

     ■場所：名古屋市役所 ５階大会議室 議場 

 



名古屋市生徒会サミット2017 

■趣旨 

名古屋市の次世代リーダー達が一堂に集い、他者や地域のことを真剣に考え、未来の名古屋に貢献

できる真のグローバルリーダーを育成する。 

■内容 

中学生生徒会役員として自分たちにできることを、４つのテーマ（防災・環境・いじめ撲滅・SNS

リテラシー）の熟議を通して、より具体的な実践を生み出していく。サミット終了後の実践を通し

て、次世代リーダー達の挑戦を発信していく。 

■参加校 11 校 59 名 

防災 八王子中学校 守山東中学校 A 神丘中学校 

環境 御田中学校 円上中学校 

いじめ撲滅 大曽根中学校 御幸山中学校 長良中学校 伊勢山中学校 

SNS リテラシー 志賀中学校 守山東中学校 B 山王中学校 

  

■中学生ファシリテーター（敬称略） 

   防災：柴田奈々花（守山東中） いじめ撲滅：石川柚葉 吉川未之里（長良中） 

   環境：本木沙羅（円上中） SNS リテラシー： 伊藤楓（守山東中） 

■高校生実行委員会 

新田海斗（高２） 伊藤彩乃（高２） 辻さくら（高２） 西尾太一（高２） 

小林亜優（高２） 甲斐田真希（高２） 伊東春海（高１） 田中美里（高１） 

鰐部琴（高１）加納優衣（高１） 

 



■日程 

9:30   受付開始 

10:00  オープニングセレモニー 

10:30  熟議前半開始 

テーマ「４つのテーマで熟議をしよう。」防災・環境・いじめ撲滅・SNS リテラシー 

12:00  昼食休憩 

12:45  熟議後半開始 

テーマ：「熟議を深めよう！」 

・熟議前半の振り返りと熟議後半の見通しを立てる。 

・前半の熟議を深めながらアクションプランを作成する。 

14:45  アクションプラン発表 

 

 

 

15:30 終了 

 

 

 

 

 

 

 

 



■中学生参加者の事後アンケートより 

・今回のサミットも面白い問題提起や解決法、定義などがあって良い１日になりました。僕はサミットにこれと

いったものは求めていなくて何か使えそうなアイデアを求めて参加している。例年通り多くの収穫があった。 

・普段は分からない、他校で行っている活動が知れてとても良い経験になりました。これからも自分からいろい

ろ考えて引っ張っていける存在になりたい。 

・SNSに対してより理解が深まった。いろいろなことを繋げて考えていくことで自分の思考の幅が広がった。 

・今回ファシリテーターとしてサミットに参加して、最初はうまくメンバーをまとめられるか、ミスをしないか

とにかく不安だった。しかし、熟議を重ねていくと緊張がなくなり、最後にはファシリテーターがとても楽し

く感じられた。この経験は人生でも役にたつと思う。今回のサミットは実り多い一日になった。 

・実践可能なことを考えることができ、しっかりと学校に持ち帰り実践できるよう頑張りたいと思った。 

・人生で初めてこんなに熟議しました。全てゼロのところから話し合って共有するのはとても楽しかったし、中

学生の私たちにもこんなにできるんだと実感した。今すぐできること、難しいもの、たくさんあったけど、私

たち生徒会ができることから実行したい。学校でできないレベルの高い有意義な時間を過ごすことができた。 

・いつも自分の学校でも同じような形式でやっているけど、学校よりも熱意があってすごく楽しめたし、いい経

験ができた。高校生になったらファシリテーターとして携わりたい。 

・学校に帰って早速実践してみようと思える提案を考えることができた。また、自分の中でもこんなに考えるこ

とができるんだという自分の限界というか能力を知ることができたのもこれからの生徒会活動に大きく影響

すると思う。 

・今回サミット初参加なので、どんなものなのか知らないし、特に詳しい説明もなかったので不安もあ 

った。けれど参加してみると私の好きなタイプの熟議で、自分に興味のある環境について仲間と話すことがで

きてとても楽しかった。もっと他の人の意見も吸収したいと終わった後にヤル気まんまんの自分がいた。今回

話し合った内容の中にはもう自分の学校でやっているものややろうとしているものがあったが、それと同時に

なったことのないまた、考えたこともない案が出て、とても面白いとおもった。自分の考えをそれによって深

めることもでき、良い経験をしたなと感じた。 

・防災について、今後僕たちがやるべきこと、起こってからできることがはっきりと見えてきた。今までは地震

が起きたら「その時自分にできることをしよう」とものすごく抽象的で、行き当たりばったりな考えしかなか

ったのですが、今回のサミットで「施設の手伝い」「救助」「食料」「心理ケア」の４つのことについて自分のす

べきことが分かった。 

・私はいじめについてあまり理解できていないところがあったが、話し合いをしていく中でいじめはクラスのム

ードによって起こったり、「いじり」から「いじめ」へと発展してしまう恐怖を痛感しました。 

 話し合いは一人ひとりの意見を発表していく場であり、時には意見が合わなかったりしたが、発生した問題点

を様々な視点で話し合い、解決策のアイデアをふくらませていくことは楽しく、とても良い経験になった。 

・今回のサミットは思っていたより雰囲気も和らいでいて、自分の意見もはっきり言うことができたし 

他の人の意見もしっかり聞くことができ、たくさん勉強になった。本当に参加して良かった。 

・いじめに対して前から何か対策をとりたいと思っていたので、このサミットで出た考えを学校の皆に伝えてい

けるようにしたい。 

・今回生徒会サミットに参加してたくさんの大切なことを学んだ。他校のいろいろな考えを知ることができた上

で協力することの大切さを学んだ。 

・一人ひとり感じることや考えていることは違っても、みんなの思いを集めることでいじめと向き合え 

た。私たちは学校のごく１部の生徒なので、私たちが動いただけでそんなにはと初めは思っていたが、私たち

からスタートすれば学校全体で動くことができるし、生徒が学校を楽しいと思ってもらえるのかなと感じてい

ます。いつもは何かについて人と深く話し合うことがあまりないので、今日は私にとっても本当に良い経験に



なりました。 

・普段話し合いで意見を出すことは苦手なので、あまり意見を言わずに他の人の意見を聞いてばかりい 

たのですが、今日は自分から積極的に意見を出していくことができたので、個人的にもとても成長することが

できたと思います。話したことを学校のみんなに伝えて今日１日やったことを有意義なものにしたい。 

・学校は違っても生徒会役員という同じ立場で１つの課題について話すことで、共通する部分が見えてきたり、

可能性が広がったような気がした。今日考えたアクションプランをどういった形でも必ず１つは実行します。

ファシリテーターとして生徒会サミットに参加でき、本当に良い機会となった。 

・最初は、これはできそうにないなと思っても、少しでも改善するところがあれば、できると思って提案してみ

ることが大切だと思った。 

・今後もこういう活動があったら参加したい。SNSリテラシーやいじめ、環境のグループもとても面白い発表だ

った。みんな発表を工夫していてすごかった。 

・サミットに参加して、私と同じ考えに人もいれば違う考えがあることも知り、その考えも結果は同じことであ 

ることがあった。このことから学校は違うけれど学校を良くしたいという思いは同じだということが分かった。

これらのことを実践し、より良い学校作りに役立てていきたい。 

・去年も生徒会サミットに参加したが、同じ問題が出て、前はあまり話し合うことができず、主題として考えて

いなかった問題を今年は詳しい解決策と共に濃い話し合いができた。地域の方とぎんなんを拾うのは私たちだ

けではできないことなので先生方の協力も得て実践できたらいいなと思う。今回考えた内容も時間はかかるが、

実践できたら今日の話し合いの意味があると思う。 

・私は人と話すことが苦手でみなさんと話し合いができるか不安だったが、高校生の方が先頭に立ってなじめる

ように楽しいゲームをしてくださったり、とてもなじみやすい環境を作ってくださったのですぐになじんでた

くさん話し合いをすることができた。 

・サミットに参加して違う学校の人と話すことで自分たちには無い発想が生まれたり、他の学校で行っ 

ていることを共有できたりしてすごく有意義な時間になった。僕は防災について熟議をしましたが、自分の中

で防災と言ったら地震の前に何かすることというイメージがありましたが、今日のような台風でも災害だし、

前でなくても災害が起こったあとに何かできるんじゃないかということでおもしろい熟議いなりました。台風

で少し早く終わってしまったので残念ですが、この経験をいろいろなことに生かしていこうと思います。 

・みなさんがとてもフレンドリーで明るくおもしろい方々でホッとしました。全員が４班に分かれて「ギャーギ

ャー」話しをする場所と思っていたのですが、自分で付箋に思ったことを書き、楽しく話し合いができる場と

は思っていませんでした。班のメンバーはとても発想力が豊かで現実味をおびたことを言う人や決めたことと

真剣に向き合える人などもいてすごいと思いました。 

・今まで自分たちの学校でしか考えてこなかったことを他の中学校と話し合うことができていろいろな意見を知

ることができ、みんなで１つのテーマについて考えることによって解決策が１つだけではなくたくさん出てき

てみんなが集まって話し合うことができたからこういうことができたのだと思う。しかしこのまま生徒会だけ

で意見を共有していくだけでは実践に繋がらないので学校中で意見を共有し、みんなが一丸となって１つの課

題、テーマに立ち向かって行きたい。 

・この場で話し合って終わりではいけないと思います。実践しなければ意味がありません。私は今日家族で防災

について話し、食料や水を見直しをしたい。学校の中でも生徒会新聞で防災のことについて知ってもらいたい。 

・周りの人がとても積極的に発言をしてお互いに意見を言い合える雰囲気がとても素敵だと思った。自分の意見

が周りに受け入れられるのが良かったです。生徒会とはまた別のことだが、学校のクラスでもこういう雰囲気

が作れれば素敵だと思いました。 

・このサミットをやる前とやった後で自分自身の気持ちが変わったと思う。 

・意見を視覚化して分かりやすくすることは学校でも行っていたのである程度分かっていない人の意見を膨らま



せたり出させたりした。そんなファシリテーターをする経験は普段ないので新鮮だった。 

・初めて何時間も話し合いをして、自分の意志の表明、相手の意見の尊重など様々なことを今までよりもレベル

アップさせることができた。他校の人と一つの議題について真剣に話し合ってみんなでまとめて発表するとい

うことはとても良い経験になった。 

・自分の意見を言うだけでなく、話しをまとめたり、ファシリテーターの仕事は大変で初めは心配でしたが、高

校生の人たちが「今どういう感じ？」「こうするといいよ」とアドバイスをしていただいて安心して進めること

ができた。 

・今年入学して生徒会サミット由来の清掃活動をしました。この頃はまだ生徒会に入っていませんでしたが、終

わった後はとても達成感がありました。つまりごみ拾いのやりがいは達成感があり、そして結果が見えること

です。このサミットに参加し、自分では絶対思いつかないような案がたくさんでました。新たな可能性がある。

僕らがこれからの日本を支えていくんだという心を持ってこれからの活動に参加していきたいと思っている。 

・いかに小学生にわかりやすく伝えるか、どうしたらポイ捨てが無くなるのかをひたすら付箋に書いてからまと

めていった。他のグループの発表を聞いて、自校でもやれそうな案がたくさん出たのでキャンペーンとして実

際に行ってみようと思う。 

・実際にこのようなことについて対策や企画や行動として具体的かつ理想的で根拠、仕組みが明確になっている

案を考え出し、熟議するのはこのような場が設けられなければ思いつくことも考えつくことも考え出すことさ

えもできなかったと思います。だからこそこのような特別で２度も３度も無い機会に出会えたことを嬉しく思

います。 

・私は SNSを使ったことがないので使っている人に助けてもらいながら SNSについてたくさんのことを知りま

した。そして学校での実践に繋げていきたいです。これからの私たちの未来のために自分たちで未来を作って

いきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



名古屋市生徒会サミット2017 参加校生徒会役員と名古屋市市議会議員との懇談会 

 

 

 

 

 

 

■趣旨 名古屋市生徒会サミットの参加生徒会役員が、サミットの大テーマでもある『地域貢献』

について名古屋市議会議員と懇談し、ふるさと名古屋の未来について語り合う。 

■参加者  名古屋市議会 議長 渡辺 義郎 様  

      名古屋市議会 副議長 橋本 ひろき 様  

      名古屋市生徒会サミット 2017 参加校中学生生徒会役員２９名 

      高校生実行委員会４名  

      教育支援協会東海 代表 本多功  専務理事 西尾真由美 

■日程   9:45  集合・移動 

10:00～10:05 趣旨説明 

      10:05～10:30 実践中間報告会 円上中学校 長良中学校 

      10:30～11:30 懇談会 

      11:30～11:40 集合写真 

      11:40～12:10  市役所内議場など見学 八王子中学校の発表 

      12:10 終了 



■懇談会内容 

司会 

・今日のテーマは、生徒会役員と名古屋市議会の議長さん副議長さんと、未来の名古屋について話し合おうです。 

 どんな意見でも良いので、どんどん意見を出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

参加生徒から 

・交通事故について、自転車では全員ヘルメットをかぶるルールにすれば良い。 

・名古屋市の活性化のために YouTube を使って名古屋市の動画を全国に発信すると良い。また、こういう生徒

会サミットなど、子どもの活動も発信すると子持ちの親にも効果がある。 

橋本副議長から 

・名古屋市の観光のひとつひとつは魅力はあるのだろうけど、それで名古屋に行こうということにならない。 

 名古屋が観光で例えば京都のようなところに勝てるかというとそうはならない 観光にも力は入れるのだけ 

れど、別のところで名古屋の魅力を発信していかなければならない。 

参加生徒から 

・もしも名古屋を人気のある都市にしたいと思うのならば、名古屋城とか名古屋めしとかレゴランドとか、水族 

館とかいろいろな面白そうなところはあるが、名古屋城を木造で造ると言ってみたり、名古屋飯を全国に広め

ると言ってみたり、レゴランドを作ると言ってみたり、テーマに一貫性がない。京都が歴史の街というように、 

テーマを一貫性のあるものにした方が宣伝しやすいと思う。 

高校生から 

・住みやすいかという視点と外から来た人がどう思うかという二つの視点がある。まず住みやすさについては、 

名古屋はその方向には向かっている。例えばマンションの下が商業施設になっていて、雨の日でもぬれずに買 

い物に行けたりする。ただ、東京や大阪に比べて、外から来る人にとってのブランド力がない。ガイドブック 

を見ても名古屋は味噌カツが中心だったりしている。ブランディングを考えると、自分は工場見学をしたこと 

があるが、すごかった。名古屋は工業の街なのでものづくりを全国や世界に発信できると良いと思う。 

参加生徒から 

・警察署で２００日間無事故無違反ラリーをしているが、意外と知らない人が多い。こういったもともとあるイ 

ベントを活用すると良い 

・豊臣秀吉 徳川家康 織田信長をイケメンにして、あのキャラクターが有名だよねと、人気を得ると良い。 

本多代表から 

・海外の人は、名古屋は侍の街だと言う。いいアイデアだね。 

参加生徒から 

・ツアーをして歴史をめぐるとか工場を周るなどしたらどうか。 

・名古屋人にとっては名古屋は不便でもないし、生活しやすい。残念なところを逆にアピールするとか。 

・悪い印象があると思う。あーまた名古屋がやってるわとなる。そういう悪いイメージをとってから良いイメー 

ジをひろげると良い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会  

・皆郷土愛があると思う。名古屋を愛し、名古屋のために働いてみえる議長さん、副議長さんにお聞きしましょ 

う。 

渡辺議長から 

・名古屋では少子高齢化に向けて８００メートル以内で生活ができる街のプランを立ててきた。先ほどの意見で、 

その効果が出てきているのだと思った。また、三栄傑を大きくアピールするという意見では、確かに発信力は

名古屋は弱い。しかし今、名古屋城堀川を流用することによってセントレアから納屋橋まで舟で来れるような

ことも実現に向けて考えている。総合的に発展できるように考えている。みなさんの率直な意見と私たちが考

えていることは合う部分がある。大変参考になります。 

橋本副議長から 

・私は３８年間名古屋を離れたことがない。名古屋は暮らしやすい街だと思っている。名古屋市民も皆この街が 

好きだと思っているだろう。２０２７年にはリニアが開通する。そこで「名古屋に寄って行こう」というしく 

みを作っていかなければならないと思っている。私は野球をやっている。少年野球の全国大会を名古屋に聖地

をつくれないかなあと思っている。 

司会 

・ここでみなさんから議長さん、副議長さんに聞いてみたいこと、お願いしたいことを言ってもらいたいと思い 

ます。 

参加生徒から 

・市民のみなさんの声を聞くというところでは大人の意見が多い。もっと子どもの意見も取り入れてほしい。 

渡辺議長から 

・名古屋は子ども議会を行っている。この中学生生徒会サミットの意見も一つの提案として受け止める。 

参加生徒から 

・これからは世界の繋がりが大切だと思うが、名古屋がしていきたいことは何かありますか？ 

渡辺議長から 

・名古屋市では７つの姉妹都市と提携交流している。また、議員としても議会議員連盟として交流をしている。 

参加生徒から 

・私も２年前子ども議会に参加して、外国人の住みやすいまちづくりを話し合ったし、見学にも行った。貴重な 



 機会だった。中学生は生徒会サミットはあるが、生徒会以外の人も参加できるイベントがあって、もっと中学

生が議論できる場があると良いと思う。 

橋本副議長から 

・子ども議会は６回目で、参加する子どもの意欲も高い。ここでも皆さん生徒会役員であるし、同じく意識も高 

い。でも、そうじゃない人もたくさんいるわけで、そんな多くの意見も聞けるようにしていけると良いと思っ 

ている。 

参加生徒から 

・名古屋は工業が盛ん。中京工業地帯があったり多くの車が走っている。世界では環境に対する意識が高くなっ

ているし、それを最初に始めるのは名古屋だと思うが、名古屋では環境についての取り組みは何かあるか？ 

橋本副議長から 

・７年前 COP10 が開催され、京都議定書からパリ協定が締結された。電気自動車最先端の会社が愛知県にある。 

最先端の車を走らせているのは愛知になるだろうと認識している 

渡辺議長から 

・４３年議員生活をしているが、藤前干潟を埋め立てるべきではないと松原市長の時に提案した。ごみ分別を提

案してごみを減量することができた。2002 年にラムサール条約に登録し、ご存知のように 2005 年に愛地球博

があり、2010 年に生物多様性条約の COP10 に広がって 名古屋は環境問題に対して意識も高くやってきた

ことをみなさんに報告させていただきます。 

参加生徒から 

・サミットでは SNS リテラシーで話し合った。学校で SNS の良い点や悪い点をクイズなどをして考えるという

案が出た。SNS は相手の気持ちを考えてどういう気持ちで使うかが大切だと思う。 

・サミットでは部活の大会があって出れなかったけど今日はありがとうございました。 

渡辺議長から 

・ちょっと聞きたいのだけれど、将来議員になりたい人、政治家になりたい人いますか？生徒会をやっている人 

が将来にそんな夢を持ってくれると嬉しい。大いに期待をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋本副議長から 

・そう思います。一人でも多く議員を目指してもらいたい。テレビのドラマを見ても、なんだか政治家は悪役が

多い。でもやりがいのある仕事だと思ってるし、自分で言うのも何だけど結構いい仕事してると思ってる。皆

さんとこういう場で距離を縮めて自分もできるかなと思ってくれるとありがたい。 

本多代表からお礼 

・生徒会のみなさん、お忙しい中、渡辺議長さん、橋本副議長さん、学校の先生方も本当にありがとうございま

す。これから少子高齢化の時代になっていく時代、リニアが開通し、過疎地の問題もある。我々が育った時代

と皆さんの時代とは違ってくる。これから名古屋、日本の人たちが幸せに生きていく構造を作っていくのは、

みなさんが主役だと思っている。我々大人は応援します。ぜひ頑張ってください。今日はみなさん本当にあり

がとうございました。 



■中間報告 

 

 

 

 

円上中学校 

昭和区では犬のふんやごみのポイ捨てについて悩まされてきた。 

そんな時生徒会サミットで話し合い、食育改革キャンペーンを行った。これはサミットでの意見交流の中で、御

田中が実際行っていたことで、食べ残しの多いものを調べ、ランチ、お弁当の食べ残しを減らすことの意識を高

めてもらうことを目的に行った。ごミッションでは朝登校時に学校で拾ったごみを分別する活動。どれだけ拾っ

たかを目に見える形にするために桜の花びらを配り、クラスごとで桜の木にした。より環境について意識を高め

てもらうために行い、地域清掃を連携して行った。しかし、それだけでは天候悪化などもあり、などもあってな

かなか広がらなかったので、ごミッションを改善して NEW ごミッションとして行った。改善点は、半年に１回

のごミッションを月に一回にし、全校で桜の木にしてより知ってもらえるようにした。地域清掃、校内清掃では

有志が多く集まってくれた。いつも行っていない裏門の清掃も行った。裏門は緊急車両用の門であるが、土地が

少し低く、たくさんの土砂や雑草で扉が開けられない状態だった。災害時に備えたきれいな裏門になった。リサ

イクルについて、デイサービス訪問を行った。訪問にはプリンカップをリサイクルして風鈴をプレゼントとして

作った。年間を通して行っているペットボトルキャップ回収では、３４３９２個集まった。ワクチンに変えて発

展途上国に贈られる。たくさんの環境への取り組みを行っているが、この中には生徒会サミットで話し合ったこ

とも取り入れている。 

長良中学校 

サミットでは、いじめがどうのうにはじまるのか、そしてその原因は何なのかを中心に話し合った。生徒会とし

ていじめをなくす団体を作ることを一つの結論にした。充実した一日だった。学校にもどり、いじめをなくす団

体をつくること、いじめボックスをつくること、放送でよびかけを行うこと、生徒会新聞をつくること、ING フ

ラッグをつくることオリジナルバージョンをつくることなどを話し合ったが、全校の生徒をどう巻き込むかとい

うことが課題となった。そこで１２月の人権集会に校長先生がお話しをしてくださり、全校生徒の意識がいじめ

問題に向かっているときに活動することになった。名古屋 ING キャンペーンに合わせ、クラスでひとつスロー

ガンを考えてもらうことにした。デザインしやすいように、生徒会執行部でプリントを作成し、配布した。そし

て、このように（映像）大きなフラッグをつくることができた。これからはいじめをなくす団体結成に向けて話

し合いを重ねていく。 

八王子中学校 

サミットでは防災について話し合いました。発表のための模造紙を用意してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※八王子中学校は、主催者の手違いで、議場での発表となりました。お詫び申し上げます。 



■議場見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■集合写真 

 

 

 

 

 

 

 

 


